
ふれあい記録 

実施日： 令和元年 12月 4日(水)           当番者名 新海 昭 神谷 順子      

コース名：独自コース 76番 奥武蔵 大霧山          （通し番号 第 157回）                

天  候： 晴れ 

参加者名 

相川 勲、江口 正彦、小俣 悦男、神谷 順子、熊谷 信雄、柴崎 幸治、 

新海 昭、西村 寿文、根本 邦子、船橋 エイ子、山腰 策次郎 

＜ビジター＞市瀬 英雄、林 洋、山奥 利光、 

計 14名（内、男性 11名 女性 3名）（五十音順）                                                          

交 通（時刻）： 

＜往き＞横浜駅 5:53発⇒6:10着 品川駅 6:20発⇒6:48着 池袋駅 7:00発⇒8:10着 

小川町駅 

イーグルバス 小川町駅 8:20発⇒8:45着 橋場バス停 

＜帰り＞イーグルバス 橋場バス停 14:46発⇒15:15着 小川町駅 

小川町駅 15:22 発⇒15:34着 森林公園 15:41発⇒17:30着 横浜駅 

コースタイム（時刻）： 

    橋場バス停 9:00 発⇒粥仁田峠分岐 10:15着（フルーツタイム）10:30発⇒ 

大霧山 11:05 着（昼食）11:45 発⇒粥仁田峠分岐 12:15⇒県道 361 号線登山道

入口 12:50着（コーヒータイム）13:15 発⇒橋場バス停 14:02着 

みどころ： 

 橋場のバス停から県道 361 号線に入ると赤黄色に染まった山々の中に高原牧場の

草原がポイントの横に大きく広がる山容の大霧山が見えた。 

 晴天に恵まれ大霧山の山頂では遠望がきき展望案内板に書かれた全ての山々を眺

めることが出来た。武甲山・雲取山・甲武信岳・両神山・そして奥に八ヶ岳の赤岳・

御荷鉾山・浅間山・草津白根・赤城山・日光連山素晴らしい大展望でした。 

自然観察： 

 紅葉シーズン真っ盛り、スギ・ヒノキ・ミズナラ等の雑木林の山道を紅葉と青空を

楽しみながら歩いた。 

 雑草地を歩くと「引っつき虫」と云われるオオナモミ・イノコヅチ・センダングサ・

ヌスビトハギがズボンの裾にびっしりとこびり付いた。 

 帰路のバス停で突然一陣の風が大銀杏の葉を吹き上げ空中でグルグルと舞い踊る

様はまるで金粉が散布されたようだった。 

特記事項： 

 台風19号の影響で県道11号線が通行止めとなりバスは小川町駅～皆谷バス停折り

返し運転で白石車庫迄運転していませんでした。その為計画を変更して「橋場バス

停～粥仁田峠～大霧山山頂」を折り返しにした。 

 粥仁田峠の入口に倒木の注意書きが有ったが、大霧山山頂迄の登山道は台風の影響

は見られず比較的歩きやすい樹林帯の道だった。 

                        「ふれあい記録」メール送り先：江口・柴崎・熊谷 


